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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・来月のカンファレンス日程表を掲示しました。各自確認してください。
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。
・ストレスチェック実施の案内来ていました。

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・千葉良Drの患者様は金Drが7/6から主治医となっている。

・身だしなみチェックを来週実施予定。服装、髪型整えましょう。

・作業室にて実習中のOT学生が、7月19日（金）青陽館見学予定です。
＜研修案内＞

・特別法人研修

テーマ：｢嚥下リハサポート研修～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハとの関係～」

講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）

仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）

三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

八戸ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
・三八医療懇談会
日時：8月6日(火)18：30～

場所：アピル五戸

演題：「臨床に役立つリハビリテーション医療の知見と有用性」

講師：岩手医科大学医学部リハビリテーション医学科　教授　西村行秀

参加費：無料

· 参加希望者は7月22日(月)までにOT斎藤さんへ連絡すること。
＜適時調査について＞
適時調査にあたって書類等の確認を各自担当の利用者分を抜けが無いかチェックしていく。
期限は7/16（火）まで
チェックの項目は、
・指示箋（更新の古い物は代行指示をしていく、目安は一年）
・疾患別診療計画書
・記録【日報】（Drの評価も併せて、特に算定した日と利用が合っているか等の確認）
※指示箋の確認は、電子カルテにて「治療形態」→「DC」で確認できる
＜路上喫煙の対策について＞
巡視を予定し、巡視のルートを検討している。
朝・昼・夕の三回を検討し、日誌に、巡視のチェック表入れることとしている。

＜外来患者様情報＞

・古舘　ヨリ様～7/19に日赤病院行く予定。主食は計量してから摂取している。130ｇである。おやつはバナナが多い。苛々感はなく、気分も安定している。処方継続。
・田端　香織様～最近の様子としては、家では日中はテレビを見ているが傾眠がちであるという。掃除や洗濯はやれることもある。図書館やレンタルビデオ店などには行っている事がある。生活習慣で、箸の使い方とかテーブル拭き等注意されると怒っていることがあるという。夜間の睡眠はとれていた。精神症状的には幻聴はなかったようである。下肢などの痒みはあるが、腹部痛などはない。
・佐々木　常夫様～最近の調子については、身体的に胃の具合が悪かった事があったという。デイケアでの一件に関して、女性参加者から自身の知能について吹聴された、ということで検察に訴えていたことがある。湊病院で平成6年に知能検査を受けたことがあると話している。現在は、それについて特にわだかまる事もなくなっているようである。現在も、その相手とはかち合わせにならないように配慮されている。
・市澤　信行様～最近の様子としては、気分は少し落ち込みがちであったという。デイケアは参加できていたが、環境的には特に問題ないと感じている。ゲームをやっていた。夜間の睡眠はこれまでと同じくらいとれていた。母親は間もなく退院となる見込みであるという。体調的には下肢が少し痛み出したことがある。
・寺地 徳和様～日赤病院受診したが、異常所見なし。９月にCT検査実施予定。体重55.3ｋｇ　エンシュアリキッドも飲用継続している。睡眠は良い。時々、幻聴が聴こえ、電話の音や姉の声も聴こえる。施設スタッフの言うことは聞くようにしている。小遣いでは週に３千円でお菓子などを購入している。青山荘は入所期間の延長を検討している。7/18で２年になる。処方継続。
・我満 奈津紀様～昨日から、三春屋の飲食店内の仕事を始めている。休みは不定休であり、店長からも配慮はされているという。他には、精神症状的にはあまり問題なかったようである。夜間睡眠も良くとれていた。家では食事支度はできているが、どうしても掃除は後回しになってしまうという。診察時の表情や談話も良好である。ハロマンス筋注実施。
